


カスタムスプレーステンシルのデザイン方法：壁、路面、梱包箱、安全標識向け

Details
結論から： カスタムスプレーステンシルは、カットする前に四つの設計判断を済ませておくと成功します。ブリッジは、読みやすさを損なわずに、すべての文字のアイランドを支えなければ
なりません。ステンシル用フォントには、オーバースプレーに耐える開いたカウンターと、十分な太さの線が必要です。オーバースプレー用の余白は、作業に合わせたサイズにします。シー
トの厚みは、予定している吹き付けの回数を通して平らさを保てるものにします。薄いフィルムは壁のロゴや梱包箱への表示に、厚手のポリエチレンは路面に向いています。

カスタムスプレーステンシルは、ローラーやハケ用のステンシルとは失敗の仕方が違います。エアゾール缶は、動く空気と細かい塗料ミストをカットの縁すべてに向かって押し出します。シー
トがわずかでも浮くと、ミストは下に回り込みます。文字の中心にブリッジがなければ、はためいたり抜け落ちたりします。フォントのカウンターが狭すぎると、二度塗りで文字がつぶれま
す。多くの法人の購入者は、これを現場で知ることになります。店舗の壁のロゴがぼやける、運転席から見ると駐車場の路面文字が染みのようににじんで見える、梱包箱の番号が三回目の塗
り直しで読めなくなる、といった具合です。

対策は塗装のコツではなく、設計上の判断です。このガイドでは、ブリッジの配置、ステンシル用フォントの選び方、オーバースプレーの抑え方、そして吹き付けを重ねたときにシートの厚
みがどう持ちこたえるかを解説します。そのうえで、壁へのロゴ施工、路面での販促表示と駐車場の標示、梱包箱と機器への表示、安全標識という、エアゾールでよくある四つの作業にこれ
らのルールを当てはめます。
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カスタムスプレーステンシルは、ほかのステンシルと何が違うのですか？
スプレーステンシルは、デザインを切り抜いたマスキングシートです。切り抜いた開口部からエアゾール塗料が面に届き、ベタの部分が塗料を遮ります。ハケやローラーの作業よりもスプレー
作業で重要になる性質が、三つあります。

縁の密着。 スプレーの気流が当たっている間も、カットした縁が面にぴったり密着していなければなりません。
構造のつながり。 囲まれた形はすべて、シートにつながったままでなければなりません。
デザインの周囲の余白。 狙った範囲の外へ漂うミストを受け止められるだけの幅の、ベタの余白が必要です。

再利用できるフィルムステンシルの多くは二軸延伸ポリエステルでできており、Mylarなどの商品名で販売されています。化学的には、包装材や電気用フィルムに使われるBoPETと同
じ系統です（BoPETフィルム[1]）。耐久性が求められる路面用ステンシルは、通常、低密度または直鎖状低密度のポリエチレンシートに移行します。重みがあるほうが、屋外でシートが
浮きにくいためです。当社のPETステンシルとは何か、どのように作られるかについては、 カスタム再利用PET塗装ステンシルのページ をご覧ください。この記事ではスプレー設計に
絞って解説します。

https://scienceinfo.com/mylar-or-bopet-manufacturing-properties-uses/
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-reusable-pet-stencils.html


ブリッジの配置：読みやすさを損なわずに文字の形を保つ
ブリッジとは、アイランドをシートの他の部分につなぐ、ステンシル素材の細い帯です。アイランドとは、O、A、B、D、P、R、0, 6, 8や9の中央部、そしてほとんどのロゴの内
側の部分など、囲まれた形のことです。ブリッジがなければ、アイランドは抜け落ちます。ブリッジが細すぎると、数回の洗浄でアイランドがちぎれます。ブリッジの位置が悪いと、塗った
文字が別の文字に読めてしまいます。

長持ちする幅の目安

レーザーカットのフィルムステンシルでは、ブリッジの最小幅や、カット要素どうしの間隔として、約1 mmが一般的に使われます。それより細い線は、溶けて一体化したり裂けたりしが
ちです。厚めのシートや大きな路面用文字では、およそ3 mm（約1/8 in）のブリッジのほうが持ちがよいと、メーカーは報告しています。大きなアイランドに当たるスプレーの気流
はブリッジに強い力をかけるため、ブリッジの幅は文字の大きさに合わせて大きくします。12インチの「O」のような大きなカウンターには、通常ブリッジが一本ではなく二本必要です。
一本だけでは、スプレーを受けたときにアイランドが蓋のようにはためいてしまいます。

文字を読みやすく保つ配置ルール

ブリッジは線がいちばん太い箇所に置き、曲線のいちばん急な部分や、二本の線が交わる位置には置かないでください。
単語全体で、共通の水平な帯にブリッジをそろえます。そろった帯は意図したステンシルスタイルとして読まれますが、ばらばらの切れ目は傷みに見えます。
Qのしっぽ、eの横棒、CとOを見分ける隙間など、文字を見分ける特徴をブリッジで断ち切らないでください。
ロゴでは、ブリッジを入れたデザインを画面ではなく、塗装する実寸で確認します。300%に拡大すると見えなくなるブリッジでも、壁面ではマークを真っ二つに分けてしまう
ことがあります。

ブリッジの隙間を消さなければならない場合

仕上がりのマークにステンシルの隙間を認めない仕様もあります。空港の路面については、FAAの空港標示に関するアドバイザリーサーキュラーが、ステンシルの型板で塗装する際に生じ
る隙間はすべて埋めなければならないと定めています（FAA AC 150/5340-1M[2]）。ロゴについても、ブランドガイドラインで同じことを求めるものが多くあります。そう
した場合は、作業員が一筆の筆塗りか、短い二回目のマスキングで補修できる位置にブリッジを置きます。曲線ではなく、まっすぐな線の部分です。別の方法として、デザインを二層のステ
ンシルに分け、どちらの層にも見える部分を横切るブリッジが必要ないようにすることもできます。

https://www.faa.gov/regulations_policies/advisory_circulars/index.cfm/go/document.information/documentID/1035908


読みやすい文字のためのスプレー用ステンシルフォントの選び方
オーバースプレーですべての縁がぼやけても文字が読めるかどうかは、フォント選びで決まります。エアゾール塗料はカットごとにわずかなハロー（にじみ）をつくるため、そのハローの幅
に近い細部は消えてしまいます。既製のステンシル書体には、最初からブリッジが含まれています。通常のフォントをステンシル化する場合は、前述のルールに従って手作業でブリッジを加
える必要があります。

開いたカウンター。 a、e、g、sの内側の空間が広いフォントは、ハローでその空間が狭まっても読みやすさを保ちます。開口部の狭いコンデンスやジオメトリックなフォント
は、真っ先につぶれます。
均一で太い線。 ヘアラインのセリフや、コントラストの強いディスプレイ書体は避けます。きれいにカットしてスプレーするための実用的な下限は、最も小さな要素で約1/4
inです。細い線のロゴは、線を細くするのではなく、拡大する必要があります。
ゆったりした文字間隔。 画面で適切に見える以上に、トラッキングを広げます。オーバースプレーは、カウンターが埋まるより先に、文字どうしの隙間を埋めてしまいます。
遠くから見るなら大文字。 梱包箱のコード、機器のID、床の表示は、文字がはっきり分かれた大文字のほうが速く読めます。6, 8と9のような数字は、取り違えないよう、ブ
リッジの位置をそれぞれ変える必要があります。

公道は特別なケースです。路面の文字標示は、米連邦の統一交通管制設備マニュアル（MUTCD）に定められた書体とレイアウトに従います。現行の条文は11th版の改訂1
で、2025年十二月付です（FHWA MUTCD[3]）。路面の文字は、走行中の車両から正しく読めるよう、縦に引き伸ばされています。文字標示の項の解釈では、一般道における
文字の高さは、およそ6 ft（規制速度が25 mph以下の場合）、およそ8 ft（30 mph以上の場合）とされています（MUTCD 第3部の要約[4]）。民間の駐車場では、通
常ははるかに小さな文字が使われます。その敷地にどの規則が適用されるかを確認せずに、道路用の高さを駐車場に、あるいは駐車場用の高さを道路に当てはめないでください。

オーバースプレー対策はステンシルのデータ作成から始まる
塗装者は技術でオーバースプレーを減らせますが、限界を決めるのはステンシルの設計です。カスタムのスプレー用ステンシルには、カットする前に次の対策を組み込んでください。

余白を作業に合わせたサイズにする。 路面用ステンシルでは、デザインの周囲に2–4 inのベタの余白を設けるのが一般的です。標準的な12インチの駐車場用文字については、1.
購入者向けの目安として、少なくとも3 inが推奨されています。風の当たらない屋内で吹き付ける壁のロゴなら余白を小さくできますが、それでも余白は、スプレーを振る動き
が届く範囲より外まで伸ばしておく必要があります。
押さえ込みを考えて設計する。 フィルムステンシルでは、カットの縁の近くに、テープや再剥離できる接着剤の薄い霧が効くよう、ベタの部分を残します。路面用シートでは、幅2.
広の余白があると、開口部をふさがずに重りを置いたり、シートの上に乗ったりする余地もできます。
支えのない長い指状の部分を避ける。 二本の長いカットに挟まれた細いシートの帯、たとえばMの内側や矢印の軸の間にあたる部分は、風やスプレーの気流で真っ先に浮きます。3.
幅を広げるか、横方向のブリッジを足してください。

https://mutcd.fhwa.dot.gov/kno_11th_Edition.htm
https://mutcd.info/mutcd-part-3-markings/


一度に厚く塗らず、薄く何度かに分ける。 薄い塗りを数回に分けると、縁に溜まる濡れた塗料が少なくなります。溜まった塗料は、シートの下に染み込みます。バルブやノズルの4.
設計は製品ごとに異なるため、一般的な目安ではなく、缶のラベルに記載された吹き付け距離に従ってください。
余白の外側もマスキングする。 壁や車両では、紙またはフィルムによるマスキングを、ステンシルの外縁より外まで広げます。路面では、吹き付ける前に風向きを確認してくださ5.
い。

吹き付けを重ねたときのステンシルの厚みの持ちこたえ方
吹き付けるたびに、ステンシルには塗料の薄い膜が残ります。その塗料が乾くと収縮して、シートを引っ張ります。何度も重なるうちに、この応力で薄いプラスチックは巻いたり反ったりし
ます。反ったステンシルはもう平らに密着せず、そこからにじみが始まります。そのため、洗浄までに何回の吹き付けに耐えられるか、また屋外でどう振る舞うかは、厚みで決まります。厚
みは通常mil単位で示されます。一milは0.001 in、つまり0.0254 mmに相当します。

シートの種類 厚み 繰り返し吹き付けたときの挙動 注意点 代表的な作業

薄手ポリエステル
フィルム 7–7.5 mil（≈0.18 mm）

縁が最もシャープで、細部まで再現
できる。塗料が溜まると最も早く反
る。

細いブリッジでの破れと、スプレー
の気流による浮き 小さなロゴ、1 in未満の細かい文字、少量ロット

中厚ポリエステル
フィルム 10 mil（≈0.25 mm） 細部と剛性のバランスがよい。作業

の合間の洗浄もしやすい。
粗いコンクリートやアスファルト
での縁の浮き 梱包箱や機器のコード、屋内の壁へのブランド表示

厚手ポリエステル
フィルム 14 mil（≈0.36 mm）

より多くの回数にわたって形を保ち、
ドラム缶の側面のようななだらかな
曲面にも沿う

ごく細かい部分が再現できなくな
る。折ると折り目がつく ロゴを繰り返し施工する作業、平滑な素地への標識

ポリエチレンシー
ト

60 mil、約1/16 in
（≈1.52 mm） 自重で定位置にとどまる 細い線、そして巻いた状態で出荷

されたときのクセ ときどき行う駐車場や倉庫の床の表示

ポリエチレンシー
ト

125 mil、1/8 in（≈3.18
mm）

オーバースプレーが多くても反りに
くい

重さ、そして文字の高さが数イン
チ以下だと細部が粗くなること 頻繁に行う施工業者のライン引き、風の強い現場

この表を誤解なく読むために、二点補足します。第一に、ステンシルが何回の吹き付けに耐えるべきかを定めるASTMやISOの試験はありません。「数百回」「数千回」といった使用回
数はメーカー側の主張であり、実際の寿命は塗料の堆積、洗浄、保管の状態によって変わります。第二に、厚手のシートには裏づけとなる材料規格があります。ASTM D4801は、厚
さ0.25 mm（0.010 in）以上のポリエチレンシートを対象としており、路面用グレードのシートを指定する際の共通の言葉として使えます（ASTM D4801[5]）。予算
に合った素材の選び方については、このガイドではなく、 カスタムプラスチックステンシル の商品ページをご覧ください。

https://doi.org/10.1520/d4801-08r25
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-reusable-pet-stencils.html


吹き付けの合間に寿命を延ばす

乾いた塗料は曲げて落とす。 水性塗料やラテックス塗料は、乾いたあとにシートを曲げるとひび割れて、ほとんどが剥がれ落ちます。油性塗料は一般にこのようには剥がれず、洗
浄が必要です。
平らに保管する。 ステンシルを丸めたり折ったりして保管すると、プラスチックに永続的なクセがつき、折り目がにじみの線になります。ポリエチレンのステンシルが巻かれた状
態で届いた場合は、初回の使用前に暖かい日なたで平らに寝かせるのが、現場でよく使われる対処法です。
熱とUVの限界を守る。 ポリエステルフィルムの融点は、およそ250–254 °Cです。長期のUV耐性は低いため、屋外作業の合間は日に当てずに保管してください
（BoPETの技術ガイド[6]）。熱で施工する熱可塑性の標示は、プラスチックのスプレーステンシルで行う作業ではありません。
樹脂を明記する。 大型や共用のステンシルには、ISO 11469に定められたプラスチック製品の一般的な識別・表示方法に従って材質コードを書き込み、どの溶剤なら安全
かが作業員に分かるようにします (ISO 11469[7]).

エアゾールでよくある四つの作業の設計メモ

壁へのロゴ施工

ブランドのマークは細部が最も多く、承認も最も厳しいため、ベクターのマスターデータから始めます。細い要素は細くするのではなく拡大し、ブリッジの隙間を残すか埋めるかを早い段階
で決めます。半透明のフィルムなら、作業員が既存の建築物にステンシルを合わせやすくなります。表面に凹凸のあるブロックやレンガでは、シートがどれだけ平らでも縁がいくらかぼやけ
るため、フォントのウェイトを太くして補います。顧客やパートナーのロゴを吹き付ける前に、商標権者から書面による許可を得てください。

路面での販促表示と駐車場の標示

屋外の地面での作業は、風、粗い表面、多量のスプレーを伴うため、この作業では厚手のポリエチレンが主流です。新設の公道の標示は、11th版MUTCDに従います。FHWAは、
路面標示の再帰反射性の最低維持要件も追加しました。これはステンシルそのものよりも、塗料やビーズの選択に影響します (FHWAの路面標示規則[8]).

バリアフリー駐車場では、地面の車いすマークだけで済むことはありません。ADAの規則は、国際アクセシビリティシンボルを掲げた地上の標識を、下端が地面から少なくとも60 inの
高さになるよう取り付けることを求めています（ADA.govの駐車場に関するガイダンス[9]）。米国アクセスボードは、州や地方の規則で求められている場合であっても、駐車面に描い
たシンボルはそれらの標識の代わりにはならないとしています。連邦基準は、ラインの色についても州や地方の規定に委ねています（アクセスボードの駐車場ガイド[10]）。州によっては、正
確な寸法を定めています。たとえばカリフォルニア州は、少なくとも36 × 36 inの地面のシンボルを求めています。デザインを確定する前に、現場がある州の規則を確認してください。

https://www.wevolver.com/article/what-is-mylar-a-comprehensive-technical-guide-to-bopet-film-for-engineers
https://blog.ansi.org/ansi/iso-11469-2016-marking-plastics-products/
https://highways.dot.gov/safety/other/visibility/pavement-markings-regulations-standards
https://www.ada.gov/topics/parking
https://www.access-board.gov/ada/guides/chapter-5-parking/


梱包箱と機器への表示

これらの作業は、繰り返しが多く、文字は小〜中サイズで、曲面やリブのある面であることも少なくありません。中程度の厚みのフィルムなら、ドラム缶の側面や梱包箱の板に沿って曲がり
つつ、英数字のコードをくっきり保てます。コードが全体で同じように読めるよう、すべての文字セットでブリッジの位置をそろえてください。同じステンシルで複数の色を吹き付ける場合
は、塗料の層を重ねるのではなく、色ごとに洗浄します。種類の違う塗料の層は収縮が不均一で、反りを早めます。

安全標識

床の矢印、「物を置かない」ゾーン、危険の表示は、フォークリフトの座席からでも、ひと目で読めなければなりません。太いサンセリフ体、大文字、ゆとりのある余白を使います。色は、
ブランドに合わせて選んだものではなく、現場の安全プログラムが指定する色を使います。倉庫の床のステンシルは使用の合間に人や車輪の往来を受けるため、コンクリート上では、平らさ
を保てる厚めのシートがフィルムより長持ちします。一つの標識に小さなピクトグラムと大きな文字が混在する場合は、二枚のステンシルに分けることを検討してください。細かい記号には
薄いフィルム、文字には厚手のシートです。

よくある質問
よくある質問：ブリッジがあると、文字が素人っぽく見えませんか？

ランダムに配置した場合だけです。共通の水平な帯にそろえたブリッジは、意図したステンシルスタイルとして読まれます。FAAの空港標示や厳格なブランドガイドラインのように隙間が
認められない場合は、ブリッジをまっすぐな線の部分に設計して一回の素早い補修で埋められるようにするか、2層のステンシルを使います。

よくある質問：一枚のステンシルで、屋内の壁とアスファルトの駐車場の両方に対応できますか？

うまくいくことはまれです。壁のロゴをくっきり仕上げられる薄いフィルムは、粗いアスファルトではスプレーの気流で浮きやすくなります。屋外で動かない厚手のポリエチレンは、細部が
失われます。同じマークを両方の場所に使う場合は、それぞれの面に合わせたサイズで二つのバージョンを用意してください。

よくある質問：カスタムステンシルは何回の吹き付けに耐えますか？

これを定める標準試験はないため、繰り返し使用できるという主張は目安として受け止めてください。曲げても縁が浮いたままのとき、ブリッジが裂け始めたとき、同じ箇所で塗料が常にに
じむときは、ステンシルを交換するか切り直してください。乾いた塗料を落とすことと平らに保管することは、どんな厚みの選択よりも寿命に効きます。

よくある質問：ステンシルで描いた車いすマークで、駐車スペースはADA準拠になりますか？



いいえ。連邦の規則は地上の標識を求めており、標識の下端までの高さが少なくとも60 inになるよう取り付けます。スペースとアクセス通路の寸法、州の標示規則も適用されます。地面
のシンボルは補足であり、代わりにはなりません。

よくある質問：始めるには、どんなデザインデータが必要ですか？

塗装する実寸の1:1で描いたベクターデータがあると、ブリッジと余白の判断がはるかに楽になります。データの準備と校正の流れについては、次のページをご覧ください： カスタ
ムPETステンシルの商品ページ.

よくある質問：クライアントのロゴをスプレーステンシルに使ってもよいですか？

ステンシルを所有していても、そのデザインに対する権利は得られません。商標を切り抜いたり吹き付けたりする前に、ブランドの所有者から書面による承認を得てください。とくに、人目
に触れる敷地での路面販促表示では必須です。

重要ポイント
空港のステンシル作業では、仕上がりのマークにブリッジの隙間を残してはいけません。 — AC 150/5340-1M、2019年署名 (出典)
公道の路面文字標示は縦長に引き伸ばされ、駐車場の文字よりはるかに大きくなります。 — 約6 ft（≤25 mphの場合）と8 ft（≥30 mphの場合） (出典)
連邦の標示マニュアルは、2023年版の公開以降に改訂されています。 — 11th版、改訂1、2025年十二月 (出典)
路面に描いたバリアフリーのシンボルが、必須の標識に代わることはありません。 — 標識の下端は地上から60 in以上 (出典)
路面用グレードのポリエチレンは、公表された規格に基づいて指定できます。 — ASTM D4801は、厚さ0.25 mm（0.010 in）以上のシートを対象として
います (出典)
ポリエステルフィルムのステンシルには、熱とUVに関する明確な限界があります。 — 融点は約250–254 °Cで、長期のUV耐性は低い (出典)

まとめ
優れたカスタムスプレーステンシルは、カットする前にスプレー向けに設計されています。ブリッジは、最も強く支えられ、最も目立たない位置に置きます。オーバースプレーを受けてもカ
ウンターが残るフォントを選びます。余白は現場に合わせたサイズにし、シートの厚みは吹き付けの回数と屋外の条件に合わせます。この四つの判断を正しく行えば、同じデザインで、壁の
ブランド表示、駐車場の標示、梱包箱全体のコード付け、安全ゾーンの表示を、何度でもきれいに仕上げられます。デザインデータが整ったら、当社の カスタム再利用PETステンシル の
ページから送って、ご希望のサイズと数量の校正と見積りをご依頼ください。

参考資料
Science Info — MylarまたはBoPET：製造、特性、用途 ↩1.
米連邦航空局 — AC 150/5340-1M「空港標示の基準」（2019-05-10、変更1を含む） ↩2.
米連邦道路庁 — MUTCD 11th版（現行の条文：改訂1、2025年十二月） ↩3.
MUTCD.info — MUTCD 第3部：標示（独立した要約、2026年に閲覧） ↩4.
ASTM International — D4801-08(2025)、厚さ0.25 mm（0.010 in）以上のポリエチレンシートの標準仕様 ↩5.
Wevolver — Mylarとは？ エンジニア向けBoPETフィルム技術ガイド ↩6.
ANSI — ISO 11469:2016「プラスチック製品の一般的な識別と表示」 ↩7.
FHWA安全局 — 路面標示の規則と基準 ↩8.
米国司法省 ADA.gov — 利用しやすい駐車スペース ↩9.
米国アクセスボード — ADAアクセシビリティ基準ガイド 第5章：駐車場 ↩10.
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